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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導入口から排出口に至る搬送経路に沿って配置された複数のローラを有し、前記ローラ
を作動させた際には、前記導入口から導入したシートを前記搬送経路に沿って搬送すると
ともに、当該搬送経路に沿って搬送されたシートを前記排出口から排出する搬送手段と、
　前記搬送手段の上側を覆うカバー部と、
　前記排出口から排出されたシートが積載されるシート積載部と
　を備え、
　前記シート積載部は、
　第一の回動位置と第二の回動位置との間で回動する構造とされていて、前記第一の回動
位置へ回動させた際には、少なくとも一部が前記カバー部の上側に重なる位置において装
置上面側の外装の一部となる一方、前記第二の回動位置へ回動させた際には、前記第一の
回動位置において下方に向けられていた面が斜め上方に向けられてシートの積載面として
利用される回動部材と、
　前記回動部材を前記第二の回動位置へ回動させた際に前記積載面の上端側となる箇所に
突設され、前記排出口から前記積載面上へと送出されたシートの送出方向先端に当接する
ことにより、その当接したシートが更に前記送出方向へと送出されるのを規制する規制部
と
　を有し、
　前記カバー部は、前記回動部材を前記第一の回動位置へ回動させた際に前記規制部が入
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り込む凹部を備え、
　前記搬送手段が有する複数の前記ローラのうちの一つは分離ローラであって、当該分離
ローラは、前記搬送経路の搬送方向に直交する幅方向の中央に設けられており、
　前記凹部は、前記幅方向の中央に設けられた前記分離ローラを挟む前記幅方向両側の位
置にそれぞれ形成されることにより、装置上方から見たときに前記分離ローラとは重なら
ない位置に形成され、
　前記規制部は、前記凹部に対応する位置それぞれに形成されている
　ことを特徴とするシート搬送装置。
【請求項２】
　前記規制部は、前記回動部材に一体成形されている
　ことを特徴とする請求項１に記載のシート搬送装置。
【請求項３】
　前記凹部は、底部を有する形状とされている
　ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のシート搬送装置。
【請求項４】
　前記カバー部の下面側には、下方に向かって突設されて、その下端によって前記搬送経
路となる領域を画定するリブが形成されており、
　前記凹部の底部は、上下方向について前記リブの下端と同じ位置又は前記リブの下端よ
りも上方となる位置に形成されている
　ことを特徴とする請求項３に記載のシート搬送装置。
【請求項５】
　前記搬送手段によって前記排出口から排出される前記シートは、前記凹部が形成された
前記カバー部の上面側を通って、前記シート積載部へと送出される構造になっており、
　前記凹部の内面をなす側壁のうち、前記搬送方向の下流側にある側壁は、下方にある底
部側から上方にある開口側に向かうほど前記搬送方向の下流側に位置する傾斜が付与され
ている
　ことを特徴とする請求項３又は請求項４に記載のシート搬送装置。
【請求項６】
　導入口から排出口に至る搬送経路に沿って配置された複数のローラを有し、前記ローラ
を作動させた際には、前記導入口から導入したシートを前記搬送経路に沿って搬送すると
ともに、当該搬送経路に沿って搬送されたシートを前記排出口から排出する搬送手段と、
　前記搬送手段の少なくとも一部を上側から覆うカバー部と、
　前記排出口から排出されたシートが積載されるシート積載部と、
　前記搬送手段によって搬送されるシートの画像を読み取る読取手段と
　を備え、
　前記シート積載部は、
　第一の回動位置と第二の回動位置との間で回動する構造とされていて、前記第一の回動
位置へ回動させた際には、少なくとも一部が前記カバー部の上側に重なる位置において装
置上面側の外装の一部となる一方、前記第二の回動位置へ回動させた際には、前記第一の
回動位置において下方に向けられていた面が斜め上方に向けられてシートの積載面として
利用される回動部材と、
　前記回動部材を前記第二の回動位置へ回動させた際に前記積載面の上端側となる箇所に
突設され、前記排出口から前記積載面上へと送出されたシートの送出方向先端に当接する
ことにより、その当接したシートが更に前記送出方向へと送出されるのを規制する規制部
と
　を有し、
　前記カバー部は、前記回動部材を前記第一の回動位置へ回動させた際に前記規制部が入
り込む凹部を備え、
　前記搬送手段が有する複数の前記ローラのうちの一つは分離ローラであって、当該分離
ローラは、前記搬送経路の搬送方向に直交する幅方向の中央に設けられており、
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　前記凹部は、前記幅方向の中央に設けられた前記分離ローラを挟む前記幅方向両側の位
置にそれぞれ形成されることにより、装置上方から見たときに前記分離ローラとは重なら
ない位置に形成され、
　前記規制部は、前記凹部に対応する位置それぞれに形成されている
　ことを特徴とする画像読取装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所定の搬送経路に沿ってシートを搬送するシート搬送装置と、そのようなシ
ート搬送装置と同等な構成を備えた画像読取装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、自動原稿送り装置（Automatic Document Feeder；以下、ＡＤＦと略称する。）
を備える画像読取装置において、装置を使用しないときに、給紙トレイや排紙トレイを外
装カバーとして利用可能なものが知られている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００３】
　このような構造とすることで、装置を使用しないときには、装置上面側における高さ方
向の突出量を抑制することができ、給紙トレイや排紙トレイが邪魔にならず、また、給紙
口や排紙口が塞がれるので、装置本体内に異物が侵入するのを防ぐことができた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－１４５４５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上述のようなＡＤＦで複数枚の原稿を搬送する場合、原稿は１枚ずつ搬送さ
れて、それらの原稿が順に排出トレイ上へと排出されてゆく。その際、先に排出された原
稿は、後から排出される原稿との間に作用する摩擦力により、排出トレイ上においても更
に搬送方向下流側へと押し出されることがある。
【０００６】
　また、このような状態は原稿が１枚排出されるたびに繰り返されることがあり、例えば
、３枚目の原稿が排出される場合に、２枚目の原稿が３枚目の原稿に押し出されると、そ
の２枚目の原稿によって１枚目の原稿が更に押し出されることがある。そのため、より早
い時点で排出を終えた原稿ほど押し出される量が大きくなる傾向があり、場合によっては
、排出トレイから原稿の一部が大きくはみ出して、最悪、原稿が排出トレイから脱落する
などの問題を招くおそれがある。
【０００７】
　こうした問題に対し、排出トレイの先端にストッパーとなる突設物を形成するのは一案
である。このような突設物を設ければ、排出トレイ上で原稿が押し出された際には、原稿
の先端に突設物が当接するので、それ以上、排出トレイ上で原稿が送り出されてしまうの
を阻止することができる。
【０００８】
　しかし、このような突設物を排出トレイ上に設けると、その分だけ排出トレイ上におけ
る上方への突出量が増えるので、同等な突設物がない場合に比べ、装置全体の高さ方向寸
法が高くなって、装置の薄型化を妨げる、という問題があった。
【０００９】
　また、上記特許文献１に記載の給紙トレイのように、トレイの上面側が下方を向くよう
にトレイを折り畳む構造とすれば、トレイの上面にあった突設物を下方へ向かって突出す
る状態にすることはできる。



(4) JP 5803669 B2 2015.11.4

10

20

30

40

50

【００１０】
　しかし、この場合でも、装置本体側の構造物と突設物が干渉しては困るので、このよう
な干渉が起きない程度の高さ位置にトレイを配置しようとすると、同等な突設物がない場
合に比べ、より高い位置にトレイが配設されることになり、やはり、装置全体の高さ方向
寸法が高くなって、装置の薄型化を妨げてしまう、という問題があった。
【００１１】
　本発明は、上記問題を解決するためになされたものであり、その目的は、排出口から排
出されたシートが積載される積載面上に突設物が設けてあるにもかかわらず、その突設物
が原因で装置全体の高さ方向寸法が高くなるのを抑制可能なシート搬送装置と、そのよう
なシート搬送装置と同等な構成を備えた画像読取装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　以下、本発明において採用した構成について説明する。
　本発明のシート搬送装置は、導入口から排出口に至る搬送経路に沿って配置された複数
のローラを有し、前記ローラを作動させた際には、前記導入口から導入したシートを前記
搬送経路に沿って搬送するとともに、当該搬送経路に沿って搬送されたシートを前記排出
口から排出する搬送手段と、前記搬送手段の上側を覆うカバー部と、前記排出口から排出
されたシートが積載されるシート積載部とを備え、前記シート積載部は、第一の回動位置
と第二の回動位置との間で回動する構造とされていて、前記第一の回動位置へ回動させた
際には、少なくとも一部が前記カバー部の上側に重なる位置において装置上面側の外装の
一部となる一方、前記第二の回動位置へ回動させた際には、前記第一の回動位置において
下方に向けられていた面が斜め上方に向けられてシートの積載面として利用される回動部
材と、前記回動部材を前記第二の回動位置へ回動させた際に前記積載面の上端側となる箇
所に突設され、前記排出口から前記積載面上へと送出されたシートの送出方向先端に当接
することにより、その当接したシートが更に前記送出方向へと送出されるのを規制する規
制部とを有し、前記カバー部は、前記回動部材を前記第一の回動位置へ回動させた際に前
記規制部が入り込む凹部を備えることを特徴とする。
【００１３】
　このように構成されたシート搬送装置によれば、回動部材を第一の回動位置へ回動させ
れば、シートの積載面として利用される面を下方に向けた状態で、回動部材が装置上面側
の外装の一部となるので、装置上面側における高さ方向の突出量を抑制することができる
。また、回動部材を第二の回動位置へ回動させれば、斜め上方に向けられた積載面上へ搬
送手段による搬送を終えたシートを排出することができる。
【００１４】
　さらに、その積載面の上端側となる箇所に突設された規制部は、シートの送出方向先端
に当接することで、シートがそれ以上送出方向へと送出されるのを規制するので、シート
が過剰に送出方向へと押し出されて積載面から落下してしまうのを防止ないし抑制するこ
とができる。しかも、そのような規制部が設けられているにもかかわらず、回動部材を第
一の回動位置に移動させた際、規制部はカバー部に形成された凹部に入り込むので、この
ような凹部がない場合に比べ、回動部材の位置をカバー部側へ接近させることができ、こ
れにより、装置の高さ方向寸法を低くすることができる。
【００１５】
　ところで、本発明のシート搬送装置において、前記凹部は、装置上方から見たときに前
記ローラと一部又は全部が重ならない位置に形成されているものであると好ましい。
　このように構成されたシート搬送装置によれば、ローラと干渉しない位置に凹部が設け
られることになるので、ローラと重なる位置に凹部が設けられている場合に比べ、カバー
部の位置をより下方にすることができ、装置の高さ方向寸法を低くする上で、より効果的
である。
【００１６】
　また、本発明のシート搬送装置において、前記規制部は、前記回動部材に一体成形され
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ているものであると好ましい。
　このように構成されたシート搬送装置によれば、規制部が回動部材に一体成形されてい
るので、別体の規制部を回動部材に取り付けてある構造に比べ、部品点数を削減でき、組
み立て工数の削減を図ることができる。
【００１７】
　また、前記搬送手段において、少なくとも一つの前記ローラは、前記搬送経路の搬送方
向に直交する幅方向の中央に設けられており、前記凹部は、前記幅方向の中央に設けられ
た前記ローラを挟む前記幅方向両側の位置にそれぞれ形成され、前記規制部は、前記凹部
に対応する位置それぞれに形成されているものであると好ましい。
【００１８】
　このように構成されたシート搬送装置によれば、互いに離間した位置それぞれに規制部
が突設されることになるので、同等な寸法の規制部が１箇所だけに設けられている場合に
比べ、幅方向についてより広い範囲でシートに当接して、シートの動きを適切に規制する
ことができる。
【００１９】
　また、本発明のシート搬送装置において、前記凹部は、底部を有する形状とされている
ものであると好ましい。
　このように構成されたシート搬送装置によれば、凹部が底部を有する形状とされている
ので、底部のない貫通した凹部とは異なり、凹部を介して装置内に塵埃が入り込むのを防
止することができる。
【００２０】
　また、本発明のシート搬送装置において、前記カバー部の下面側には、下方に向かって
突設されて、その下端によって前記搬送経路となる領域を画定するリブが形成されており
、前記凹部の底部は、上下方向について前記リブの下端と同じ位置又は前記リブの下端よ
りも上方となる位置に形成されているものであると好ましい。
【００２１】
　このように構成されたシート搬送装置によれば、凹部が底部を有する形状とされている
ものの、その底部の高さ位置（上下方向の位置）は、カバー部の下面側にあるリブの下端
と同じ位置又はリブの下端よりも上方となる位置にあるので、リブの下端によって画定さ
れる搬送経路をシートが搬送されても、凹部の底部はシートの搬送を妨げる障害物になら
ず、シートを適正に搬送することができる。
【００２２】
　また、本発明のシート搬送装置において、前記搬送手段によって前記排出口から排出さ
れる前記シートは、前記凹部が形成された前記カバー部の上面側を通って、前記シート積
載部へと送出される構造になっており、前記凹部の内面をなす側壁のうち、前記搬送方向
の下流側にある側壁は、下方にある底部側から上方にある開口側に向かうほど前記搬送方
向の下流側に位置する傾斜が付与されているものであると好ましい。
【００２３】
　このように構成されたシート搬送装置によれば、凹部の内面をなす側壁のうち、搬送方
向の下流側にある側壁は、下方にある底部側から上方にある開口側に向かうほど搬送方向
の下流側に位置する傾斜が付与されているので、仮にシートの先端が凹部に引っ掛かった
としても、シートの先端は傾斜に沿ってスムーズに凹部を脱するので、凹部がシートの搬
送を妨げる障害物になるのを防止ないし抑制することができる。
【００２４】
　さらに、本発明の画像読取装置は、導入口から排出口に至る搬送経路に沿って配置され
た複数のローラを有し、前記ローラを作動させた際には、前記導入口から導入したシート
を前記搬送経路に沿って搬送するとともに、当該搬送経路に沿って搬送されたシートを前
記排出口から排出する搬送手段と、前記搬送手段の少なくとも一部を上側から覆うカバー
部と、前記排出口から排出されたシートが積載されるシート積載部と、前記搬送手段によ
って搬送されるシートの画像を読み取る読取手段とを備え、前記シート積載部は、第一の
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回動位置と第二の回動位置との間で回動する構造とされていて、前記第一の回動位置へ回
動させた際には、少なくとも一部が前記カバー部の上側に重なる位置において装置上面側
の外装の一部となる一方、前記第二の回動位置へ回動させた際には、前記第一の回動位置
において下方に向けられていた面が斜め上方に向けられてシートの積載面として利用され
る回動部材と、前記回動部材を前記第二の回動位置へ回動させた際に前記積載面の上端側
となる箇所に突設され、前記排出口から前記積載面上へと送出されたシートの送出方向先
端に当接することにより、その当接したシートが更に前記送出方向へと送出されるのを規
制する規制部とを有し、前記カバー部は、前記回動部材を前記第一の回動位置へ回動させ
た際に前記規制部が入り込む凹部を備えることを特徴とする。
【００２５】
　このように構成された画像読取装置によれば、上述のシート搬送装置と同様の構成を備
えているので、搬送手段によって搬送されるシートの画像を読み取るとともに、画像の読
み取りを終えたシートをシート積載部に排出することができる。また、回動部材を第一の
回動位置へ回動させれば、シートの積載面として利用される面を下方に向けた状態で、回
動部材が装置上面側の外装の一部となるので、装置上面側における高さ方向の突出量を抑
制することができる。また、回動部材を第二の回動位置へ回動させれば、斜め上方に向け
られた積載面上へ搬送手段による搬送を終えたシートを排出することができる。
【００２６】
　さらに、その積載面の上端側となる箇所に突設された規制部は、シートの送出方向先端
に当接することで、シートがそれ以上送出方向へと送出されるのを規制するので、シート
が過剰に送出方向へと押し出されて積載面から落下してしまうのを防止ないし抑制するこ
とができる。しかも、そのような規制部が設けられているにもかかわらず、回動部材を第
一の回動位置に移動させた際、規制部はカバー部に形成された凹部に入り込むので、この
ような凹部がない場合に比べ、回動部材の位置をカバー部側へ接近させることができ、こ
れにより、装置の高さ方向寸法を低くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】複合機を示す斜視図であり、（ａ）は読取ユニットの上部にある原稿搬送ユニッ
トが閉じられた状態を示す斜視図、（ｂ）は同原稿搬送ユニットが開かれた状態を示す斜
視図。
【図２】原稿搬送ユニットの内部構造を示す縦断面図。
【図３】原稿搬送ユニットを示す斜視図であり、（ａ）はシート積載部を構成する可動積
載部が閉じられた状態を示す斜視図、（ｂ）は同可動積載部が開かれた状態を示す斜視図
。
【図４】可動積載部が閉じられた状態を示す縦断面図であり、（ａ）は規制部及び凹部の
ない箇所を示す縦断面図、（ｂ）は規制部及び凹部のある箇所を示す縦断面図。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　次に、本発明の実施形態について一例を挙げて説明する。
　　［複合機の構造］
　図１（ａ）及び同図（ｂ）に示すように、複合機１は、本体ユニット２と、本体ユニッ
ト２の上側に搭載された読取ユニット３と、読取ユニット３の上側に搭載された原稿搬送
ユニット４（本発明でいうシート搬送装置の一例に相当。）を備えている。
【００２９】
　本体ユニット２は、画像形成部、制御部、及び電源部等を内蔵しており、本体ユニット
２、読取ユニット３、及び原稿搬送ユニット４に配設された各種機構は、本体ユニット２
が備える制御部によって制御される。
【００３０】
　読取ユニット３は、本体ユニット２及び読取ユニット３の後端付近において左右方向へ
と延びる軸線を回動中心として、本体ユニット２に対し回動可能な構造とされている。読
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取ユニット３を回動させて読取ユニット３の前端側を上方へ変位させると、本体ユニット
２の上面の開口部が開放され、本体ユニット２に内蔵された各部（画像形成部、制御部、
及び電源部等）のメンテナンス作業等を実施可能な状態になる。
【００３１】
　原稿搬送ユニット４は、読取ユニット３及び原稿搬送ユニット４の後端付近において左
右方向へと延びる軸線を回動中心として、読取ユニット３に対し回動可能な構造とされて
いる。この回動に伴って、原稿搬送ユニット４は、閉位置（図１（ａ）参照。）及び開位
置（図１（ｂ）参照。）へ変位する。
【００３２】
　原稿搬送ユニット４を開位置へ変位させると、読取ユニット３の上面にある原稿載置面
が露出する。また、原稿搬送ユニット４を閉位置へ変位させると、原稿搬送ユニット４は
、原稿載置面を覆うカバーとして機能する。
【００３３】
　本体ユニット２の前面上側には、利用者によって操作される操作パネル７が設けられて
いる。また、本体ユニット２において、操作パネル７の下方には、印刷後の被記録媒体を
排出する被記録媒体排出口８が形成され、更にその下方には、印刷前の被記録媒体が収納
される給紙カセット９などが装着されている。
【００３４】
　　［読取ユニット及び原稿搬送ユニットの内部構造］
　図２に示すように、読取ユニット３には、第一イメージセンサ２１（本発明でいう読取
手段の一例に相当。）が設けられ、原稿搬送ユニット４には、第二イメージセンサ２２（
本発明でいう読取手段の一例に相当。）が設けられている。本実施形態において、第一イ
メージセンサ２１及び第二イメージセンサ２２としては、双方とも密着イメージセンサ（
Contact Image Sensor）が採用されている。
【００３５】
　第一イメージセンサ２１は、図示しないモータによって駆動されて、読取ユニット３の
内部を左右方向（副走査方向）へ往復移動する構造とされている。また、第二イメージセ
ンサ２２は、原稿搬送ユニット４内のフレームに固定されている。
【００３６】
　また、読取ユニット３側には、第一イメージセンサ２１の往復移動経路の上方となる位
置に、静止原稿用透明部２５及び搬送原稿用第一透明部２７が設けられている。また、原
稿搬送ユニット４側には、第二イメージセンサ２２の下方となる位置に、搬送原稿用第二
透明部２８が設けられている。
【００３７】
　静止原稿用透明部２５及び搬送原稿用第一透明部２７は、双方とも読取ユニット３の上
面をなす位置にあり、本実施形態においては、これら静止原稿用透明部２５及び搬送原稿
用第一透明部２７が、単一のガラス板を利用して構成されている。また、搬送原稿用第二
透明部２８は、本実施形態においては、静止原稿用透明部２５及び搬送原稿用第一透明部
２７とは別のガラス板を利用して構成されている。
【００３８】
　なお、静止原稿用透明部２５及び搬送原稿用第一透明部２７は、それぞれが別のガラス
板を利用して構成されていてもよい。また、静止原稿用透明部２５、搬送原稿用第一透明
部２７、及び搬送原稿用第二透明部２８の材質は、第一イメージセンサ２１及び第二イメ
ージセンサ２２による原稿の読み取りが可能な透明な材質であれば、ガラス以外の材質で
あってもよい。
【００３９】
　また、原稿搬送ユニット４側には、搬送原稿用第一透明部２７の上方となる位置に、第
一原稿押さえ部３１が配設され、読取ユニット３側には、搬送原稿用第二透明部２８の下
方となる位置に、第二原稿押さえ部３２が配設されている。
【００４０】
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　第一原稿押さえ部３１は、圧縮ばね（図示せず）によって下方へと付勢されており、こ
れにより、第一原稿押さえ部３１は搬送原稿用第一透明部２７の上面側を軽く押圧する状
態になっている。また、第二原稿押さえ部３２は、圧縮ばね（図示せず）によって上方へ
と付勢されており、これにより、第二原稿押さえ部３２は搬送原稿用第二透明部２８の下
面側を軽く押圧する状態になっている。
【００４１】
　また、原稿搬送ユニット４には、原稿を搬送するための搬送機構４０（本発明でいう搬
送手段の一例に相当。）が設けられている。この搬送機構４０は、供給ローラ４１、分離
ローラ４２、搬送ローラ４３、Ｕターン搬送ローラ４４などのローラ群を備え、これらの
ローラ群により、図２中に二点鎖線で示す搬送経路に沿って原稿を搬送可能に構成されて
いる。
【００４２】
　また、原稿搬送ユニット４には、搬送機構４０の一部（供給ローラ４１、分離ローラ４
２、及び搬送ローラ４３）を上側から覆うカバー部４７が設けられている。搬送機構４０
へ原稿を導入するための原稿導入口４０Ａは、カバー部４７の下方となる位置にあり、搬
送機構４０から原稿を排出するための原稿排出口４０Ｂは、カバー部４７の上方となる位
置にある。
【００４３】
　　［シート積載部の構造］
　原稿搬送ユニット４の上面には、図３（ａ）及び同図（ｂ）に示すように、シート積載
部５０が設けられている。このシート積載部５０は、可動積載部５１（本発明でいう回動
部材の一例に相当。）及び固定積載部５２によって構成される。搬送機構４０によって搬
送された原稿が原稿排出口４０Ｂから排出されると、その原稿はカバー部４７の上面側を
通ってシート積載部５０へと送出される。
【００４４】
　可動積載部５１は、前後方向へと延びる軸線を回動中心として、原稿搬送ユニット４に
対し回動可能な構造とされている。この回動に伴って、可動積載部５１は、閉位置（図３
（ａ）参照。）及び開位置（図３（ｂ）参照。）へ変位する。
【００４５】
　可動積載部５１を閉位置へ変位させた際には、可動積載部５１は、上面側が略水平な状
態となって、原稿搬送ユニット４の上面を覆う外装カバーとして機能する。一方、可動積
載部５１を開位置へ変位させた際には、可動積載部５１は、閉位置において下面側となっ
ていた面が斜め上方に向けられて傾斜面をなす配置状態とされる。
【００４６】
　このような配置状態とされた際に、閉位置にある可動積載部５１によって覆われていた
箇所には固定積載部５２が露出し、これら隣り合う位置に配置された可動積載部５１及び
固定積載部５２によってシート積載部５０が構成される。この状態において、可動積載部
５１は、固定積載部５２を挟んで原稿導入口４０Ａ及び原稿排出口４０Ｂとは反対側とな
る位置に配置され、可動積載部５１と固定積載部５２との境界部分を挟む両側にわたる範
囲がシートの積載面として利用される。
【００４７】
　固定積載部５２には、一対のサイドガイド５３が設けられている。このサイドガイド５
３は、双方とも前後方向へスライド可能で、しかも、一方に連動して他方が一方とは逆方
向へスライドする仕組みになっている。そのため、一対のサイドガイド５３の間隔を変更
する際には、一方を操作するだけで、双方を互いに接近又は離間する方向へスライドさせ
ることができる。
【００４８】
　また、各サイドガイド５３には、各サイドガイド５３の上端から互いに対向する方向へ
板状体を略水平に延出させてなる仕切り板５４が設けられている。搬送対象となる原稿は
、この仕切り板５４の下方にセットされ、この状態でサイドガイド５３を原稿における搬
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送方向に平行な端面に当接させることにより、原稿の搬送方向を規制する。また、後述す
る搬送経路に沿って原稿が搬送された場合、搬送済みの原稿は、仕切り板５４の上方に排
出され、その後は、固定積載部５２の上面側を経て可動積載部５１の上面側に至る位置へ
と送出されることとなる。
【００４９】
　また、可動積載部５１は、搬送機構４０による搬送方向と同方向に延びる複数（本実施
形態では１５本）のリブ５５を備え、これらのリブ５５の上端で積載面を形成している。
このようなリブ５５を設けることにより、原稿と積載面との間に空隙を設けて原稿と積載
面との接触面積を低減し、原稿に作用する摩擦抵抗を低減することができる。
【００５０】
　また、可動積載部５１を開位置へ回動させた際に可動積載部５１の積載面の上端側とな
る箇所には、規制部５７が突設されている。この規制部５７は、可動積載部５１に一体成
形されており、原稿が原稿排出口４０Ｂから可動積載部５１の積載面上へと送出された際
には、原稿の送出方向先端に当接することにより、その原稿が更に送出方向へと送出され
るのを規制する。
【００５１】
　さらに、カバー部４７の上面側には凹部５８が形成されている。図２に示すように、カ
バー部４７の下方で、搬送経路の搬送方向に直交する幅方向（装置の前後方向）中央には
、分離ローラ４２が設けられており、上述の凹部５８は、分離ローラ４２を避けて、分離
ローラ４２を挟む幅方向両側の位置にそれぞれ形成されている。そのため、図４（ａ）に
示すように、分離ローラ４２のある前後方向中央の従断面には、分離ローラ４２が表れる
ものの、凹部５８は表れず、一方、図４（ｂ）に示すように、凹部５８がある位置の縦断
面には、凹部５８が表れるものの、分離ローラ４２は表れない。
【００５２】
　また、凹部５８は、図４（ｂ）に示すように、底部５８Ａを有する形状（すなわち、上
下方向に貫通しない形状）とされ、可動積載部５１を閉位置へ回動させた際には、上述の
規制部５７が凹部５８に入り込むようになっている。すなわち、規制部５７は、凹部５８
に対応する位置それぞれに形成されている。
【００５３】
　カバー部４７の下面側には、ガイドリブ５９が形成されている。ガイドリブ５９は、下
方に向かって突設されており、その下端によって搬送経路となる領域を画定している。上
述の凹部５８の底部５８Ａは、ガイドリブ５９の下端よりも上方となる位置に形成されて
おり、これにより、ガイドリブ５９の下端に沿って案内される原稿が、凹部５８の底部５
８Ａに接触しないようにされている。
【００５４】
　さらに、凹部５８を形成する側壁のうち、搬送方向の下流側にある側壁５８Ｂは、下方
にある底部５８Ａ側から上方にある凹部５８の開口側に向かうほど搬送方向の下流側に位
置する傾斜（すなわち、図４（ｂ）において左下から右上に向かって上り勾配となる傾斜
）が付与されている。
【００５５】
　　［効果］
　以上のように構成された複合機１によれば、可動積載部５１を閉位置へ回動させれば、
原稿の積載面として利用される面を下方に向けた状態で、可動積載部５１が装置上面側の
外装の一部となる。したがって、可動積載部５１相当物が開位置相当の位置に固定されて
いるものに比べ、装置上面側における高さ方向の突出量を抑制することができる。
【００５６】
　また、可動積載部５１を開位置へ回動させれば、斜め上方に向けられた積載面上へ、搬
送機構４０による搬送を終えた原稿を排出することができる。しかも、規制部５７は、原
稿の送出方向先端に当接することで、原稿がそれ以上送出方向へと送出されるのを規制す
るので、原稿が過剰に送出方向へと押し出されて積載面から落下してしまうのを防止ない
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し抑制することができる。
【００５７】
　さらに、可動積載部５１を閉位置に移動させた際、規制部５７はカバー部４７に形成さ
れた凹部５８に入り込むので、このような凹部５８がない場合に比べ、可動積載部５１の
位置をカバー部４７側へ接近させることができ、これにより、複合機１の高さ方向寸法を
低くすることができる。
【００５８】
　また、凹部５８は、装置上方から見たときに分離ローラ４２と重ならない位置に形成さ
れているので、分離ローラ４２などのローラ類と重なる位置に凹部５８が設けられている
場合に比べ、カバー部４７の位置をより下方にすることができ、この点でも装置の高さ方
向寸法を低くすることができる。
【００５９】
　また、規制部５７は、可動積載部５１に一体成形されているので、別体の規制部５７相
当物を可動積載部５１に取り付けてある構造に比べ、部品点数を削減でき、組み立て工数
の削減を図ることができる。
【００６０】
　また、凹部５８は、分離ローラ４２を挟む幅方向両側の位置にそれぞれ形成され、規制
部５７は、凹部５８に対応する位置それぞれに形成されている。そのため、二つの規制部
５７が互いに離間した位置に突設されることとなり、同等な寸法の規制部５７が１箇所だ
けに設けられている場合に比べ、幅方向についてより広い範囲で原稿に当接して、原稿の
動きを適切に規制することができる。
【００６１】
　また、凹部５８が底部５８Ａを有する形状とされているので、底部５８Ａのない貫通し
た凹部５８相当部分とは異なり、凹部５８を介して装置内に塵埃が入り込むのを防止する
ことができる。
【００６２】
　また、凹部５８の底部５８Ａは、カバー部４７の下面側にあるガイドリブ５９の下端よ
りも上方にあるので、ガイドリブ５９の下端によって画定される搬送経路を原稿が搬送さ
れても、凹部５８の底部５８Ａは原稿の搬送を妨げる障害物にならず、原稿を適正に搬送
することができる。
【００６３】
　また、凹部５８の側壁５８Ｂには、上述のような傾斜が付与されている。そのため、仮
に原稿の先端が凹部５８に引っ掛かったとしても、原稿の先端は側壁５８Ｂの傾斜に沿っ
てスムーズに凹部５８を脱するので、凹部５８が原稿の搬送を妨げる障害物になるのを防
止ないし抑制することができる。
【００６４】
　　［その他の実施形態］
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上記の具体的な一実施形態に限
定されず、この他にも種々の形態で実施することができる。
【００６５】
　例えば、上記実施形態では、凹部５８の底部５８Ａが、カバー部４７の下面側にあるガ
イドリブ５９の下端よりも上方にある例を示したが、底部５８Ａは、ガイドリブ５９の下
端よりも下方へ突き出ていなければよい。したがって、例えば、底部５８Ａが、上下方向
についてガイドリブ５９の下端と同じ位置にあってもよく、この場合でも、底部５８Ａは
原稿の搬送を妨げる障害物にならず、原稿を適正に搬送することができる。
【００６６】
　また、上記実施形態では、シート搬送装置の一例として、画像読取装置に組み込まれた
シート搬送装置を例示したが、本発明のシート搬送装置は、原稿に対して画像を形成（記
録）する画像形成装置において採用することもできる。例えば、画像形成装置が備える搬
送機構において、本発明のシート搬送装置を採用すれば、画像形成後の被記録媒体が過剰
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に送出方向へと押し出されて積載面から落下してしまうのを防止ないし抑制することがで
きる。
【００６７】
　また、上記実施形態では、本発明の画像読取装置の一例として、複合機として構成され
た画像読取装置を例示したが、複合機として構成されているか否かは任意であり、単機能
の画像読取装置や画像形成装置において、本発明のシート搬送装置を採用することができ
る。
【符号の説明】
【００６８】
　１・・・複合機、２・・・本体ユニット、３・・・読取ユニット、４・・・原稿搬送ユ
ニット、７・・・操作パネル、８・・・被記録媒体排出口、９・・・給紙カセット、２１
・・・第一イメージセンサ、２２・・・第二イメージセンサ、２５・・・静止原稿用透明
部、２７・・・搬送原稿用第一透明部、２８・・・搬送原稿用第二透明部、３１・・・第
一原稿押さえ部、３２・・・第二原稿押さえ部、４０・・・搬送機構、４０Ａ・・・原稿
導入口、４０Ｂ・・・原稿排出口、４１・・・供給ローラ、４２・・・分離ローラ、４３
・・・搬送ローラ、４４・・・Ｕターン搬送ローラ、４７・・・カバー部、５０・・・シ
ート積載部、５１・・・可動積載部、５２・・・固定積載部、５３・・・サイドガイド、
５４・・・仕切り板、５５・・・リブ、５７・・・規制部、５８・・・凹部、５８Ａ・・
・底部、５８Ｂ・・・側壁、５９・・・ガイドリブ。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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